
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 昨日は２月３日。「立春」と言われ、暦の上では春の訪れを告げる日

です。とは言え、まだまだ寒さの厳しい日が続きますね。 

 現在、インフルエンザや胃腸炎で体調を崩している人が増えていま

す。どんなに気を付けていても罹ってしまうことがありますが、規則正

しい生活で免疫力を上げると共に、石けんでの丁寧な手洗いや換気うが

い、換気で、節分の「鬼は～外！」のように、ウイルスも外に追い出し

ましょう！ 

今年度も残り２か月を切りました。今の学年最後の日々が有意義な時

間となることを願っています。 

 ほけんだより                                            令和７年２月４日 

                              東久留米市立第一小学校 

                                  校長  佐藤 順           

                          Vol.１３     養護教諭 堀田 夏葉 
きらきら 

  

 

これまで、学校で靴下を貸し出した場合は洗濯し

ていただいたものを返していただいていましたが、

今後は下着と同様に、新品の同サイズのものをお返し

くださるようお願いします。それ以外の洋服に関し

ては、ご自宅で洗濯していただいてからお返しくだ

さい。 

なお、感染防止の観点から、嘔吐物や血液で汚れ

てしまったものは、学校で洗濯ができませんので、

そのままお渡ししています。ご了承ください。 

着替えの貸し出しについて 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                    裏に続きます⇒ 

友達を大切にするためにできること 

ああなたの思いは、正しい形で、ちゃんと相手に届いていますか？ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時には命に関わることもある食物

アレルギーですが、東久留米市で

は、児童の安全のため、医師の診断

により食物アレルギーがあるとされ

た場合には、医師記載の学校生活管

理指導表を提出していただいていま

す。それを元に栄養士も含めた面談

を実施し、給食における対応を決定

します。 

ある日突然アレルギーを発症する

場合もありますので、ご家庭でアレ

ルギー症状が出た場合には、速やか

に学校へお知らせください。 

食物アレルギーの対応について 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

花粉症の人には､つらい季節ですね。鼻水、鼻づまりは、頭痛や気持ち悪さ、集中力の低下

につながります。目のかゆみも、自分で強くこすって、まぶたや眼の中を傷つけてしまうこと

があります。早めに耳鼻科や眼科で薬をもらっておきましょう。 

また、洋服の素材はツルツルしたもの（花粉を落としやすいため）にするなど、花粉を寄せ

付けない工夫も大切ですよ。 

 

食物アレルギーがある人は、普段どのようなことに気を付けているのでしょう？例えば、

おやつやお弁当をお店で買う時には、手に取る食べ物に何の材料が使われているのか、成分

表を確認しているでしょうし、レストランで食事をする時にも、どのメニューならアレルギ

ー食材が含まれておらず安全に食べられるのかを確認してメニューを選んでいるはずです。

自分自身で自分の命を守る知識はとても大切ですよね。でも、本人だけでなく周りにいる人

たちでリスクを減らすこともできます。アレルギーとはどういうものなのか。アレルギーを

持つ人のために自分にできることは何なのか。興味を持って考えてもらえると嬉しいです。 

 


